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緑と太陽、 
やすらぎのまち・城陽 

広　報 

No.1343

市　の　人　口 

3月1日現在 

総　数　　80,454人 
　　　　　（男38,844人・女41,610人） 
世帯数　　30,532世帯 

212133

蛇口からそのまま飲める　安くて安全　おいしい城陽の水道水

昔
の
人
は
、
自
分
た
ち
の

ま
わ
り
の
あ
ら
ゆ
る
も
の
に

は
精
霊
が
宿
り
、
そ
れ
ら
が

さ
ま
ざ
ま
な
恵
み
を
も
た
ら

し
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
し

た
。
そ
し
て
、
豊
作
や
無
病

息
災
を
願
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な

儀
式
を
行
い
、
祈
り
を
捧
げ

た
の
で
す
。
や
が
て
、
そ
う

し
た
精
霊
を
神
と
考
え
る
よ

う
に
な
り
、
儀
式
を
行
っ
て

い
た
場
所
に
は
建
物
が
建
て

Ｊ
Ｒ
城
陽
駅
を
北
に
歩
く
と
、
静
か
な
住
宅
街
の
中

に
、
国
の
重
要
文
化
財
で
あ
る
久
世
神
社
が
姿
を
現
し

ま
す
。
室
町
末
期
に
造
営
さ
れ
た
そ
の
本
殿
は
、
長
年

の
風
雨
に
よ
る
傷
み
が
生
じ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
昨
年

改
修
が
行
わ
れ
、
先
ご
ろ
完
成
し
ま
し
た
。
本
殿
の
あ

せ
て
い
た
色
と
欠
落
個
所
は
修
復
さ
れ
、
造
営
さ
れ
た

当
時
の
よ
う
な
姿
が
目
に
飛
び
込
ん
で
き
ま
す
。
暖
か

い
春
の
日
差
し
を
浴
び
て
、
神
社
の
歴
史
に
思
い
を
は

せ
な
が
ら
、
散
策
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
も
の
が
神
社
の
原

形
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

久
世
神
社
の
場
合
、
ど
ん

な
由
来
が
あ
る
の
で
し
ょ
う

か
。「
久
世
」
の
地
名
は
、

和
歌
な
ど
、
昔
の
文
献
に
も

た
び
た
び
出
て
き
て
い
る
こ

と
か
ら
、
こ
の
場
所
は
昔
か

ら
神
事
な
ど
に
重
要
な
と
こ

ろ
で
あ
っ
た
の
で
は
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

神
社
の
敷
地
に
は
雑
木
林

が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
中
に

は
神
社
が
建
つ
以
前
に
、
古

墳
や
お
寺
な
ど
が
あ
っ
た
こ

と
も
分
か
っ
て
い
ま
す
。

久
世
神
社
は
こ
う
し
た
ゆ

か
り
も
あ
り
、
人
び
と
か
ら

大
切
に
守
ら
れ
て
き
た
の
で

し
ょ
う
。
久
世
神
社
の
祭
神

「
日
本
武
尊

や
ま
と
た
け
る
の
み
こ
と

」
を
迎
え
る

「
久
世
の
火
祭
り
」
な
ど
の

行
事
や
、
境
内
に
あ
る
カ
ニ

池
に
ま
つ
わ
る
話
な
ど
は
、

今
も
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
大
切
に
さ
れ

て
き
た
久
世
神
社
で
す
が
、

近
年
、
長
年
の
風
雨
に
よ
り

激
し
い
傷
み
も
目
立
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
神
社

の
氏
子
や
地
域
の
み
な
さ
ん

か
ら
集
ま
っ
た
お
金
に
、
市

や
府
・
国
が
必
要
経
費
の
一

部
に
補
助
を
加
え
、
平
成
20

年
２
月
に
本
殿
の
改
修
が
始

ま
り
ま
し
た
。

改
修
は
、
コ
ケ
が
生
え
、

端
が
朽
ち
て
雨
漏
り
が
す
る

恐
れ
の
あ
っ
た
桧
皮

ひ
わ
だ

ぶ
き
屋

根
の
ふ
き
替
え
の
ほ
か
、
柱

な
ど
の
色
あ
せ
て
い
た
彩
色

に
も
手
が
加
え
ら
れ
、
各
色

の
成
分
を
分
析
後
、
天
然
塗

料
に
よ
っ
て
鮮
や
か
な
色
が

蘇
り
ま
し
た
。

ま
た
一
部
が
欠
け
て
な
く

な
っ
て
い
た
欄ら

ん

間ま

の
彫
刻
も

見
事
に
復
元
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
今
回
、
こ
れ
ら
の

改
修
に
あ
わ
せ
て
自
動
火
災

報
知
設
備
と
貯
水
池
や
放
水

銃
・
避
雷
針
の
設
置
が
、
改

修
と
同
様
に
市
・
府
・
国
か

ら
の
補
助
を
受
け
て
行
わ
れ

ま
し
た
。

以
前
、
敷
地
内
で
火
災
が

発
生
し
た
際
に
は
、
通
報
す

る
し
か
主
な
対
策
が
な
く
、

そ
の
場
合
で
も
消
防
車
の
到

着
ま
で
４
分
程
度
か
か
っ
て

い
ま
し
た
。
今
回
の
防
災
・

防
雷
設
備
の
設
置
に
よ
り
、

直
ち
に
被
害
の
拡
大
を
防
い

だ
り
、
鎮
火
さ
せ
た
り
す
る

こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

こ
う
し
て
改
修
さ
れ
た
久

世
神
社
本
殿
の
色
鮮
や
か
な

姿
を
拝
む
と
、
ま
る
で
建
て

ら
れ
た
当
時
に
い
る
か
の
よ

う
な
錯
覚
す
ら
覚
え
ま
す
。

暖
か
い
春
は
、
散
策
に
は

絶
好
の
シ
ー
ズ
ン
。
久
世
神

社
に
足
を
運
び
、
建
物
だ
け

で
な
く
歴
史
や
ま
つ
わ
る
伝

説
な
ど
に
思
い
を
は
せ
な
が

ら
、
本
殿
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
久
世
・
深
谷
地
区

に
は
、
久
世
神
社
の
ほ
か
に

も
、
正
道
官か

ん

衙が

遺
跡
を
は
じ

め
、
歴
史
上
重
要
な
文
化
財

が
多
く
残
っ
て
い
ま
す
。
そ

れ
ら
も
あ
わ
せ
て
城
陽
歴
史

紀
行
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

美
し
く
蘇
っ
た
久
世
神
社
本
殿

35
年
ぶ
り
の
改
修
工
事
が
完
成

文化体育振興課

1（56）4049

五里ごり館
（歴史民俗資料館）

1（55）7611

威
厳
あ
る
た
た
ず
ま
い
の
久
世
神
社

今回改修された主な個所 

科学的手法により鮮やかに復活した模様（左）。 

はげ落ちた状態（右）と比較すると明らかです。 

復元された欄間 
欠け落ちた繊細な 

彫刻も、元通りに 

なりました。 

蘇った彩色 

ふき替え 
た屋根 　一間社とは、本殿正面の柱が2本であり、

柱と柱の間が1つである、という意味です。 
　流造とは、流れ落ちるように出ている屋根
の下に本殿の前面がある建築様式で、全国的
にも多い様式です。久世神社本殿はこの一間
社流造で建てられています。 

一間社流造って何？ 

流
れ
る
よ
う
な
屋
根
が 

印
象
的
な
久
世
神
社
本 

殿
（
写
真
奥
） 

いっけんしゃながれづくり 

らん ま 

「神様を祀る場所が35年ぶりに改修されたことは、本当に
うれしい限りです。現在はこれにあわせて、傷んだ板塀（本殿
を囲む塀）の改修にあたっています。散歩などの際にはぜひ一
度ご覧ください。一方、境内で禁止されている火遊びやバーベ
キューなどをする、一部マナーの悪い人を見かけます。万が一
火の粉が飛ぶと本殿は一瞬で燃えてしまいます。久世神社はみ
なさんの大切な文化財。火を使うのは絶対にやめてください」

久世神社総代（左から）
大町　隆さん
澤田敏一さん
南郷精利さん
福富　裕さん

五里ごり館に聞く！ 久世神社とは…？
国の重要文化財にもなっている久世神社には、どん

な特徴があるのでしょうか。五里ごり館（歴史民俗資
料館）の古文書調査員平　

たいら

文
ふみ

さんにお聞きしました。
－久世神社ってどんな神社？
久世神社は、万葉集に詠

うた

われた「久世の社
やしろ

」の系譜
を引くと考えられ、神社の東側にはこれにちなんだ歌
碑が建てられています。
祀
まつ

られていたのはもともと産
うぶ

土
すな

神
がみ

で、江戸時代「華
か

霊天
りょうてん

神
じん

宮
ぐう

」という名前の神社でしたが、明治初年に
日本武尊
やまとたけるのみこと

を祭神とする「久世神社」と改められまし
た。
－神社が建てられたころの城陽はどんな様子？
室町時代の城陽は、京都や奈良の朝廷・公家・武

家・寺社諸勢力の荘園でした。荘園制の崩壊とともに、
14世紀以降山城では戦乱が続いたため、人々は平和
や生活を守るために「惣

そう

」という自治組織を結成し、
地域的連合を強めていました。
－今回改修された本殿の見どころは？
室町末期の造営とされ、一間社流造

いっけんしゃながれづくり

の様式で建てら
れています。向

こう

拝
はい

（正面の張り出し部分）中央の鶴と
松の蟇

かえる

股
また

と、正面格子戸上の菊と桐の欄
らん

間
ま

が、いず
れも見事な透彫

すかしぼ

りです。ぜひ一度ご覧ください。
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事業者名

三共設備開
発（株）

京都市山科区大塚
北溝町2-2
1075（583）6220

京都市山科区御陵
中内町41
1075（592）0607

（有）森茂設
備工業

所在地・電話番号
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ア
メ
リ
カ
発
の
金
融
危
機

に
起
因
し
て「
百
年
に
一
度
」

と
も
呼
ば
れ
る
世
界
的
な
金

融
危
機
に
陥
る
な
ど
、
世
界

経
済
は
先
行
き
極
め
て
厳
し

い
状
況
下
で
あ
り
ま
す
。
外

需
に
大
き
く
依
存
し
て
い
る

日
本
経
済
は
、
円
高
に
よ
る

大
き
な
影
響
を
受
け
、
今
後

も
厳
し
い
状
況
が
続
く
も
の

と
予
測
さ
れ
、
加
え
て
雇
用

問
題
が
深
刻
化
し
て
お
り
、

国
に
よ
る
抜
本
的
な
経
済
対

策
と
安
定
し
た
雇
用
の
確
保

等
の
施
策
が
急
務
で
あ
り
ま

す
。現

在
、
国
に
お
い
て
は
急

激
な
景
気
悪
化
対
策
と
し
て
、

第
二
次
補
正
予
算
等
で
緊
急

的
な
経
済
対
策
に
向
け
た
取

り
組
み
を
行
お
う
と
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の

効
果
に
期
待
す
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

本
市
を
取
り
巻
く
現
下
の

環
境
も
厳
し
い
状
況
が
継
続

す
る
と
予
測
し
て
お
り
、
聖

域
を
設
け
ず
に
行
財
政
改
革

に
取
り
組
み
、
５
つ
の
基
本

姿
勢
に
基
づ
き
、「
緑
と
太

陽
、
や
す
ら
ぎ
の
ま
ち
・
城

国
に
お
け
る
平
成
21
年
度

予
算
編
成
の
基
本
方
針
は
、

「
経
済
財
政
運
営
と
構
造
改

革
に
関
す
る
基
本
方
針
２
０

０
６
」
等
に
基
づ
き
財
政
健

全
化
に
向
け
た
基
本
的
方
向

性
を
維
持
す
る
観
点
か
ら
、

重
要
課
題
推
進
枠
の
活
用
な

ど
に
よ
り
予
算
配
分
の
重
点

化
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。ま

た
、
世
界
の
経
済
金
融

情
勢
の
変
化
を
受
け
、
内
需

陽
」
の
実
現
を
目
指
し
、
市

民
と
と
も
に
活
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
を
よ
り
一
層
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

市
長
２
期
目
の
最
終
年
を

迎
え
る
に
あ
た
り
、
公
約
の

実
現
に
向
け
全
力
で
市
政
運

営
に
あ
た
っ
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
議
員
各
位
並
び
に
市

民
の
み
な
さ
ん
の
一
層
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
、
心
か
ら
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

拡
大
と
成
長
力
強
化
等
に
向

け
た
税
制
上
の
措
置
と
あ
わ

せ
、
状
況
に
応
じ
て
果
断
な

対
応
を
機
動
的
か
つ
弾
力
的

に
行
う
と
さ
れ
、
さ
ら
に
、

政
策
の
必
要
性
を
ゼ
ロ
ベ
ー

ス
で
精
査
し
、
行
政
支
出
全

般
を
徹
底
し
て
見
直
す
こ
と

に
よ
り
、
財
政
支
出
の
抑
制

に
つ
な
げ
る
と
さ
れ
て
い
ま

す
。地

方
財
政
に
つ
い
て
も
、

国
の
取
り
組
み
と
歩
調
を
あ

わ
せ
て
、
人
件
費
、
投
資
的

経
費
、
一
般
行
政
経
費
の
各

分
野
に
わ
た
り
、
厳
し
く
抑

制
を
図
る
と
さ
れ
て
お
り
、

地
方
に
と
っ
て
は
引
き
続
き

厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
少
子
高
齢
化
の
進

行
に
よ
る
社
会
保
障
分
野
に

お
け
る
行
政
需
要
の
一
層
の

増
加
は
、
団
塊
の
世
代
の
大

量
退
職
と
相
ま
っ
て
、
本
市

の
財
政
構
造
を
圧
迫
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
さ
ら
な
る
行

財
政
改
革
の
推
進
が
必
要
で

す
。こ

れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
地
方
の
知
恵

と
工
夫
を
生
か
し
た
独
自
施

策
の
展
開
等
に
積
極
的
に
取

り
組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

本
市
財
政
状
況
に
つ
き
ま

し
て
は
、
硬
直
し
た
財
政
構

造
の
た
め
、
そ
の
改
善
に
向

け
、
聖
域
な
く
緊
急
に
取
り

組
む
べ
き
対
策
を
定
め
ま
し

た
緊
急
財
政
健
全
化
計
画
等

の
着
実
な
推
進
を
図
り
、
大

き
な
効
果
を
上
げ
て
ま
い
り

ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
平
成
19

年
度
決
算
で
は
、
27
年
連
続

の
黒
字
を
維
持
で
き
た
も
の

の
、
財
政
構
造
の
弾
力
性
を

示
す
経
常
収
支
比
率
は
98
・

８
㌫
と
な
り
、
前
年
度
よ
り

１
・
０
ポ
イ
ン
ト
悪
化
す
る

な
ど
硬
直
化
が
さ
ら
に
進
み

ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
施
行

さ
れ
ま
し
た
新
し
い
財
政
健

全
化
法
に
よ
り
ま
す
各
指
標

は
、
す
べ
て
基
準
内
と
は
な

り
ま
し
た
が
、
厳
し
い
財
政

状
況
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ

ん
。
本
市
と
し
て
徹
底
し
た

歳
出
の
削
減
に
取
り
組
ん
で

い
る
も
の
の
、
特
に
地
方
交

付
税
の
大
幅
な
削
減
に
よ
る

大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
状
況

が
続
く
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、

平
成
21
年
度
予
算
編
成
に
お

い
て
は
、
財
政
健
全
化
の
取

り
組
み
を
継
続
し
つ
つ
、
市

の
活
性
化
の
た
め
の
施
策
を

積
極
的
に
行
う
こ
と
に
よ
り

次
の
時
代
の
礎
と
な
る
予
算

と
し
て
編
成
し
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

平
成
21
年
度
当
初
予
算
の

全
体
の
予
算
規
模
と
構
成
で

あ
り
ま
す
が
、
一
般
会
計
総

額
は
２
４
０
億
８，
９
０
０

万
円
と
し
、
平
成
20
年
度
に

○
山
砂
利
対
策
の
積
極
的
な

推
進

・
山
砂
利
採
取
地
の
拡
大
防

止
と
安
心
・
安
全
な
埋
め

戻
し

・
ダ
ン
プ
専
用
道
路
の
整
備

促
進

・
東
部
丘
陵
地
整
備
計
画
の

取
り
組
み

・
地
下
水
保
全

○
緑
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く

り
の
推
進

・
緑
の
基
本
計
画
に
基
づ
く

施
策
の
推
進

・
木
津
川
右
岸
運
動
公
園
の

早
期
供
用
開
始

○
駅
前
の
整
備
と
公
共
交
通

の
充
実

・
近
鉄
寺
田
駅
周
辺
の
整
備

促
進

・
Ｊ
Ｒ
長
池
駅
周
辺
の
自
由

通
路
及
び
駅
舎
の
橋
上
化

事
業
へ
の
取
り
組
み

・
近
鉄
京
都
線
連
続
立
体
交

差
化
事
業
へ
の
取
り
組
み

・
城
陽
さ
ん
さ
ん
バ
ス
の
利

１（　）
環
境
を
生
か
し
た

秩
序
あ
る

ま
ち
づ
く
り
の
推
進

比
べ
、
28
億
２，
４
０
０
万

円
、
13
・
３
㌫
の
増
の
積
極

型
予
算
と
し
、
特
別
会
計
を

含
む
８
会
計
の
合
計
で
は
、

４
３
６
億
２，
５
６
９
万
６

千
円
と
し
、
前
年
度
比
20
億

３，
８
３
５
万
９
千
円
、
４
・

９
㌫
増
の
予
算
と
い
た
し
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

○
消
防
・
防
災
体
制
の
充

実
・
強
化

・
消
防
体
制
の
充
実
・
強
化

・
多
様
な
救
急
業
務
へ
の
対

応
・
防
火
対
策
の
充
実

・
消
防
団
員
の
士
気
高
揚
と

団
結
力
、
災
害
対
応
力
の

強
化

・
総
合
防
災
訓
練
の
実
施

・
地
域
防
災
力
の
強
化

・
要
配
慮
者
避
難
支
援
プ
ラ

ン
策
定
の
取
り
組
み

・
耐
震
対
策
の
推
進

○
防
犯
対
策
の
推
進

○
環
境
施
策
の
推
進

・
環
境
基
本
条
例
に
基
づ
く

施
策
の
推
進

・
ご
み
の
減
量
と
資
源
の
有

効
活
用

・
犬
の
ふ
ん
害
防
止
対
策
と

環
境
美
化
の
促
進

・
ク
リ
ー
ン
運
動
の
推
進

○
道
路
・
河
川
の
整
備
促
進

・
塚
本
深
谷
線
早
期
供
用
開

始
へ
の
取
り
組
み

・
都
市
計
画
道
路
の
整
備
促

進
・
国
道
、
府
道
の
整
備
促
進

用
促
進

○
新
名
神
高
速
道
路
の
整
備

促
進

・
早
期
完
成
、全
線
整
備
に
向

け
た
積
極
的
な
取
り
組
み

○
新
市
街
地
整
備

・
（
仮
称
）
久
世
荒
内
・
寺

田
塚
本
地
区
土
地
区
画
整

理
事
業
へ
の
取
り
組
み

○
公
共
下
水
道
の
安
定
経
営

・
安
全
な
水
道
水
の
供
給

・
下
水
道
の
適
正
な
維
持
管

理
と
健
全
経
営

・
水
道
施
設
の
計
画
的
な
整

備

○
義
務
教
育
施
設
の
耐
震
補

強
○
学
校
教
育
の
充
実
と
安
全

対
策
、
青
少
年
健
全
育
成

の
推
進

・
学
校
教
育
の
充
実

・
学
校
給
食
の
充
実

・
学
校
安
全
対
策
の
向
上

・
青
少
年
の
健
全
育
成

○
子
育
て
支
援
・
就
学
前
教

育
の
充
実

・
じ
ょ
う
よ
う
冒
険
ラ
ン
ド

プ
ラ
ン
の
取
り
組
み

・
子
育
て
支
援
医
療
の
充
実

・
久
津
川
・
古
川
統
合
保
育

園
の
新
築

・
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、

２（　）
健
や
か
な
心
身
、

豊
か
な
文
化
を
育
む

ま
ち
づ
く
り
の
推
進

○
地
域
福
祉
の
推
進

・
福
祉
関
係
団
体
の
活
動
へ

の
支
援

○
高
齢
者
福
祉
施
策
の
充
実

・
介
護
保
険
制
度
の
計
画
的

か
つ
適
正
な
運
営

・
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
及

び
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

の
施
設
整
備

・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
体
制
充
実
と
拡
大

・
北
部
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

陽
和
苑
の
移
転
建
築

○
市
民
の
健
康
づ
く
り
の
推

進
・
妊
婦
の
健
康
検
査
の
拡
充

・
健
康
じ
ょ
う
よ
う
21
の
推

進
・
予
防
接
種
の
充
実

・
国
民
健
康
保
険
事
業
の
適

正
な
運
営

・
後
期
高
齢
者
医
療
の
推
進

○
障
害
の
あ
る
人
と
な
い
人

が
共
に
生
き
る
地
域
社
会

の
実
現

・
障
害
者
福
祉
の
向
上

○
児
童
虐
待
等
へ
の
対
応

１（　）
み
ん
な
で
築
く
福
祉
の

ま
ち
づ
く
り
の
推
進

・
生
活
道
路
の
整
備

・
踏
切
の
整
備
・
改
良

・
河
川
の
整
備

○
交
通
安
全
の
推
進

○
地
域
特
産
物
を
生
か
し
た

農
業
振
興

・
新
し
い
経
営
体
づ
く
り
に

向
け
た
取
り
組
み

・
農
業
基
盤
整
備

・
特
産
物
の
振
興

・
地
産
地
消
の
推
進

○
商
工
業
の
経
営
安
定
と
振

興
・
マ
ル
城
融
資
制
度
に
よ
る

中
小
企
業
へ
の
支
援

・
地
場
産
業
の
振
興

・
商
店
街
の
振
興

・
企
業
立
地
の
促
進

・
商
工
会
議
所
へ
の
支
援

・
急
激
に
悪
化
す
る
経
済
・

雇
用
情
勢
に
対
す
る
緊
急

対
策
の
取
り
組
み

○
地
域
の
資
源
を
生
か
し
た

観
光
振
興

・
観
光
拠
点
整
備
計
画
策
定

の
取
り
組
み

・
観
光
協
会
へ
の
支
援

・
山
背
古
道
の
推
進

○
消
費
者
相
談
の
充
実
と
啓

発
１（　）
く
ら
し
を
高
め
、

地
域
の
産
業
を
育
て
る

ま
ち
づ
く
り
の
推
進

向
上

・
子
育
て
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
推
進

・
学
童
保
育
所
の
安
全
対
策

・
公
立
幼
稚
園
の
運
営

・
就
学
前
教
育
の
充
実

○
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
ま
ち

づ
く
り
の
推
進

・
生
涯
学
習
の
推
進

・
文
化
芸
術
の
振
興

・
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
振
興

・
文
化
財
の
保
護

・
歴
史
民
俗
資
料
館
の
充
実

・
文
化
パ
ル
ク
城
陽
に
お
け

る
魅
力
あ
る
事
業
の
実
施

・
図
書
館
の
充
実

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

に
お
け
る
事
業
の
充
実

・
京
都
サ
ン
ガ
Ｆ．
Ｃ．
へ
の

支
援

・
２
０
０
９
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク

オ
ー
プ
ン
ゴ
ル
フ
大
会
へ

の
支
援

自
治
体
を
取
り
巻
く
環
境

が
一
段
と
厳
し
さ
を
増
す
中

で
は
あ
り
ま
す
が
、
公
約
に

掲
げ
た
５
つ
の
基
本
姿
勢
に

基
づ
き
、
わ
が
ふ
る
さ
と
城

陽
の
都
市
像
で
あ
る
「
緑
と

太
陽
、
や
す
ら
ぎ
の
ま
ち
・

城
陽
」
の
実
現
を
目
指
し
、

議
員
各
位
を
は
じ
め
、
市
民

の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
、
ご

協
力
を
得
て
、
市
政
運
営
に

全
力
を
傾
注
す
る
所
存
で
す
。

１（　）
行
財
政
改
革
の
推
進

２（　）
府
・
市
協
調
と
広
域

行
政
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
の
推
進

・
第
３
次
総
合
計
画
の
取
り

組
み

・
仕
事
レ
ス
キ
ュ
ー
シ
ス
テ

ム
の
有
効
活
用

・
電
子
入
札
シ
ス
テ
ム
の
導

入
・
電
子
自
治
体
へ
の
取
り
組

み
・
人
材
育
成

２（　）
信
頼
さ
れ
る
市
政
の
運
営

・
市
民
と
の
協
働
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り

・
広
報
、
広
聴
活
動
の
充
実

・
市
民
活
動
へ
の
支
援

・
自
治
会
へ
の
支
援

・
ジ
ュ
ニ
ア
議
会
の
開
催

・
人
権
と
平
和
へ
の
取
り
組

み
・
国
際
交
流
の
推
進

１（　）
市
民
参
加
の

ま
ち
づ
く
り
の
推
進

○
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実

現
・
さ
ん
さ
ん
プ
ラ
ン
に
基
づ

く
施
策
の
推
進

２（　）
男
女
共
同
参
画
の
推
進

平
成
21
年
の
第
１
回
城
陽
市
議

会
定
例
会
が
２
月
24
日
か
ら
始
ま

り
ま
し
た
。冒
頭
に
橋
本
市
長
が
、

平
成
21
年
度
の
施
政
方
針
演
説
を

行
い
、
第
３
次
城
陽
市
総
合
計
画

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
や
、
市
政
運

営
を
取
り
巻
く
環
境
に
触
れ
、
市

政
執
行
の
基
本
方
針
や
予
算
編
成

方
針
、
主
要
な
施
策
に
つ
い
て
、

市
民
の
み
な
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ

て
「
緑
と
太
陽
、
や
す
ら
ぎ
の
ま

ち
・
城
陽
」
の
実
現
を
目
指
す
決

意
を
表
明
し
ま
し
た
。
概
要
を
お

伝
え
し
ま
す
。

橋本 昭男市長

は
じ
め
に

予
算
編
成

に
つ
い
て

1.
市
政
運
営
を

取
り
巻
く
環
境

安
心
・
安
全
の

ま
ち
づ
く
り

第
１
の
基
本
姿
勢

心
が
ふ
れ
あ
う

ま
ち
づ
く
り

第
２
の
基
本
姿
勢

活
き
生
き
と

活
力
に
満
ち
た

ま
ち
づ
く
り

第
３
の
基
本
姿
勢

市
民
と
進
め
る

ま
ち
づ
く
り

第
４
の
基
本
姿
勢

地
方
分
権
を
進
め
る

ま
ち
づ
く
り

第
５
の
基
本
姿
勢

お
わ
り
に

倒
壊
の
危
険
性
の
高
い
木

造
住
宅
の
安
全
性
の
向
上
を

図
る
た
め
、
耐
震
診
断
希
望

者
に
耐
震
診
断
士
を
派
遣
し

ま
す
。
ま
た
こ
の
結
果
、
耐

震
改
修
が
必
要
と
診
断
さ
れ
、

改
修
を
実
施
す
る
人
に
補
助

金
を
交
付
し
ま
す
。

▼
対
象

昭
和
56
年
５
月
31

日
以
前（
旧
耐
震
基
準
）に
着

工
さ
れ
、
延
べ
床
面
積
の
半

分
以
上
を
住
宅
と
し
て
使
用

定
額
給
付
金
の
申
請
書
は
、
3
月
末
に

発
送
し
ま
す
。
申
請
手
続
き
な
ど
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

定
額
給
付
金
対
応
室
1（
56
）4
0
2
2

問
耐
震
対
策
を

支
援
し
ま
す

し
て
い
る
木
造
住
宅
で
、
そ

の
住
宅
に
居
住
す
る
市
民

（
耐
震
診
断
は
所
有
者
も
対

象
）

【
木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
に

係
る
所
得
税
の
特
別
控
除
に

つ
い
て
】

平
成
19
年
10
月
１
日
〜
平

成
25
年
12
月
31
日
の
間
に
一

定
の
要
件
を
満
た
す
耐
震
改

修
を
行
っ
た
人
は
、
要
し
た

費
用
の
10
㌫
相
当
額
（
20
万

円
限
度
）
を
所
得
税
か
ら
控

除
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
住
宅
耐
震
改
修
証
明
書
は

都
市
計
画
課
で
発
行

▼
対
象

市
内
の
１
㌶
当
た

り
30
戸
以
上
の
住
宅
が
建
築

さ
れ
て
い
る
区
域
で
、
旧
耐

震
基
準
に
よ
り
建
築
さ
れ
た

住
宅都

市
計
画
課

1（
56
）４
０
６
６

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
人
を
中
心
に
構
成
さ
れ
、

自
主
的
な
社
会
教
育
活
動

（
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
）
を
し

て
い
る
団
体
を
社
会
教
育
関

係
団
体
と
し
て
登
録
す
る
制

度
で
す
。

▼
受
付
日
時

４
月
６
日

問

経
済
的
な
理
由
な
ど
で
保

険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
、

国
民
年
金
保
険
料
の

若
年
者
納
付
猶
予
制
度

（
月
）〜
17
日（
金
）午
前
９
時

〜
午
後
５
時
※
土
・
日
曜
日

を
除
く
　
▼
受
付
場
所

文

化
体
育
振
興
課
（
市
役
所
寺

田
分
庁
舎
）

所
定
の
登

録
申
請
書
（
文
化
体
育
振
興

課
、
各
コ
ミ
セ
ン
、
市
民
体

育
館
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
設

置
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

必
要
資
料
を
添
え
て
申
請
※

継
続
登
録
の
団
体
は
３
月
末

ま
で
に「
登
録
申
請
書
」を
団

体
の
代
表
者
に
送
付
し
ま
す

文
化
体
育
振
興
課
社
会
教

育
係
1（
56
）４
０
４
７
・
社

会
体
育
係
1（
56
）４
０
４
８

問

申

▼
業
務
内
容

国
民
年
金
の

各
種
届
出
書
の
受
付
、
年
金

相
談
業
務
な
ど
　
▼
資
格

窓
口
業
務
の
経
験
が
あ
り
、

パ
ソ
コ
ン
操
作
（
ワ
ー
ド
、

エ
ク
セ
ル
）
が
で
き
る
人

▼
人
数

１
人
　
▼
雇
用
予

30
歳
未
満
の
第
１
号
被
保
険

者
の
人
は
、
本
人
と
配
偶
者

の
前
年
の
所
得
が
一
定
以
下

の
場
合
、
申
請
し
承
認
さ
れ

る
と
保
険
料
の
納
付
が
猶
予

さ
れ
ま
す
。

こ
の
期
間
は
老
齢
基
礎
年

金
を
受
け
る
た
め
の
期
間
に

算
入
さ
れ
ま
す
が
、
年
金
額

の
計
算
に
は
入
り
ま
せ
ん
。

承
認
を
受
け
た
期
間
の
保
険

料
は
、
10
年
以
内
で
あ
れ
ば

追
納
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
承
認
を
受
け
た
年

度
か
ら
起
算
し
て
３
年
度
以

降
は
当
時
の
保
険
料
に
加
算

額
が
経
過
期
間
に
応
じ
て
上

乗
せ
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
万
一
の
事
故
な
ど

で
障
害
が
残
っ
た
と
き
で
も
、

一
定
の
条
件
を
満
た
し
て
い

れ
ば
「
障
害
基
礎
年
金
」
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

国
保
医
療
課
国
保
年
金
係

1（
56
）４
０
３
８
・
京
都
南

社
会
保
険
事
務
所
国
民
年
金

業
務
課
1
０
７
５（
６
４
３
）

２
５
４
７

問◎
国
保
医
療
課
嘱
託
職
員

▼
業
務
内
容

定
額
給
付
金

の
給
付
に
関
す
る
受
付
、
デ

ー
タ
入
力
業
務
な
ど
　
▼
資

格

パ
ソ
コ
ン
操
作
（
ワ
ー

ド
、
エ
ク
セ
ル
）
が
で
き
る

人
　
▼
雇
用
予
定
期
間
・
人

数

４
月
６
日
〜
10
月
30
日

の
う
ち
、
①
３
カ
月
１
人

②
４
カ
月
１
人
　
③
６
カ
月

２
人
　
▼
勤
務
日
時

月
〜

金
曜
日
　
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
４
時
45
分
　
▼
賃
金

日
額
５，
５
０
０
円
※
通
勤

費
用
は
別
途
　
▼
選
考

履

◎
定
額
給
付
金
対
応
室

臨
時
職
員

定
期
間

５
月
１
日
〜
平
成

22
年
３
月
31
日
　
▼
勤
務
日

時

月
〜
金
曜
日
　
午
前
８

時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
の

指
定
す
る
６
時
間
　
▼
報
酬

月
額
１
７
３，
８
０
０
円
※

通
勤
費
用
は
別
途
　
▼
選
考

履
歴
お
よ
び
面
接
※
面
接
日

時
は
別
途
通
知

・

３
月
31
日（
火
）ま
で

に
、
履
歴
書
（
写
真
張
付
）

を
、
国
保
医
療
課
﹇
1（
56
）

４
０
３
８
﹈
へ
持
参

問

申

▼
日
程

４
月
10
日（
金
）午

前
９
時
（
文
化
パ
ル
ク
城
陽

集
合
）
〜
午
後
４
時
　
▼
内

容

岩
船
寺
〜
浄
瑠
璃
寺
を

歩
き
石
仏
を
め
ぐ
る
　
▼
費

用

１，
２
０
０
円
（
会
員

は
１，
０
０
０
円
）

・

３
月
25
日（
水
）午
前

10
時
か
ら
五
里
ご
り
館
﹇
1

（
55
）７
６
１
１
﹈
へ
電
話

問

申 資
料
館
友
の
会
見
学
会

南
山
城
の
歴
史
と

文
化
財
め
ぐ
り

人
事
異
動
に
伴
い
、
防
火

管
理
者
や
消
防
計
画
に
変
更

の
あ
る
事
業
所
は
、
変
更
届

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

消
防
本
部

1（
54
）０
１
１
５

問 歴
お
よ
び
面
接
※
面
接
日
時

は
別
途
通
知

・

３
月
23
日（
月
）〜
30

日（
月
）必
着
で
履
歴
書
（
写

真
張
付
）
を
税
務
課
﹇
1

（
56
）４
０
２
２
﹈
へ
持
参
か

郵
送

問

申

鉢植えで楽しむツバキ
春の花木でサクラと並び昔か

ら愛されてきたツバキ。古くか
ら庭木として親しまれています
が、鉢植えでも楽しむことがで
きます。今回はツバキの鉢植え
の育て方についてご紹介します。
☆ツバキの原種
ツバキには多くの園芸品種がありますが、もともとは日

本から南西諸島に自生するヤブツバキや、日本海側の山地
に自生しているユキツバキをもとに改良が行われ、生み出
されてきました。特にヤブツバキは西日本の全域に分布し、
照葉樹林を代表する樹木で、その種子から作られる椿油は
古くから利用されてきました。
☆苗の植えつけ
ツバキの苗の植えつけは3月中旬～4月中旬の新芽が伸

び始める前が最も適しています。購入した苗より一回り大
きな鉢を用意して、苗を鉢から抜き、根鉢の底を軽くほぐ
します。根が回っている場合は根鉢の底をハサミで切り詰
めると、細根が出やすくなります。用土は水はけのよいも
のが適しており、赤玉土5・鹿沼土5の配合土、または市
販の培養土で植えつけます。
☆鉢植えの管理方法
鉢植えは日当たりのよい場所に置き、水やりは年間を通

じて鉢土が乾いたら鉢の底から水が流れ出るまでたっぷり
やります。肥料は、1～2月に寒肥として緩効性の化成肥
料を根元に施し、9月下旬にも同様に追肥します。害虫に
ついては、春と秋に発生するチャドクガが葉を食害します。
チャドクガの毛や抜け殻に触れると、皮膚がかぶれますの
で、発生初期に薬剤を散布して駆除します。

詳しいことは、緑の相談員
にお尋ねください。

（ヤブツバキ）

次
の
時
代
の
礎
と
す
る
年

「
緑
と
太
陽
、
や
す
ら
ぎ
の
ま
ち
・
城
陽
」
の
実
現
を
目
指
し
て

2.
平
成
21
年
度

予
算
編
成

平
成
２１
年
度
の

主
要
施
策

２（　）
快
適
、
安
全
で

住
み
よ
い

ま
ち
づ
く
り
の
推
進

下水道課1（52）2057問

平
成
21
年
度

社
会
教
育
関
係

団
体
の
登
録
受
付

平成20年度の市税・国民健康保険料などは、3月31日までに納めましょう

〜
募
集
し
ま
す
〜

嘱
託
職
員
・
臨
時
職
員

下水道排水設備指定工事業者
新規指定業者のお知らせ
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休日急病診療所1（55）1112 
（内科・小児科） 

　場所／保健センター内〔歯科は宇治市休日急病診療所1（39）9430〕 
　受付時間／9：50～11：30・13：00～16：30　※日曜日・祝日のみ 

▲
 ▲
 

スポーツセンター1（55）6222

①春期バドミントン教室
日時 4月9日～7月2日の毎

週木曜日（5/7は休み）※全8回
10：00～12：00 場所 市
民体育館　 対象　18歳以上
定員 先着40人（初心者歓迎）
参加費 4,800円　 講師

市バドミントン協会　 直接か
電話
②エアロビクス教室〈Ⅰ〉
日時 【夜間の部】4月9日

～6月4日の毎週木曜日（5/7は
休み）※全8回　19：30～20：
30【午前の部】4月13日～6月
8日の毎週月曜日（5/4は休み）
※全8回　10：00～11：00
場所 市民体育館　 対象 18
歳以上　 定員 先着各30人
（初心者歓迎） 参加費 3,2
00円　 講師 【夜間の部】植
西裕子氏【午前の部】中川志都
氏　※夜間の部の参加者は、大
きめのバスタオル持参　 3月
22日（日）9：00から直接か電話
①②いずれも
ケガなどについては応急手当

のみ実施。体育館シューズ持参

城陽市歩こう会
4月の歩こう会
玉川－万灯呂山（約12キロ）

日程 4月12日（日）8：30Ｊ
Ｒ玉水駅前集合　 参加費
1,000円（12回通用） 持ち物
弁当、水筒、雨具　 四元氏1

（53）7013※20：00まで
問

▼
▼

▼

申

▼

▼

▼

▼

▼

▼

申

▼▼
▼

▼

▼

▼

第1回春季城陽市
ソフトバレーボール大会

日時 4月26日（日）9：00か
ら（受付8：00） 場所 市民
体育館　 種目 ①女子の部
②混合の部（男性は2人まで。女
性3人でも可） ※他府県のチー
ムも参加可　 試合方法 予選
リーグ戦、決勝トーナメント戦
定員 先着40チーム 参加

費 3,000円　 その他　ケガ
については応急手当のみ実施
・ 4月17日（金）までに、城

陽ソフトバレーボールJP 阪
部氏［1090（3715）3063、Fax
（52）4471］へ電話またはファ
クス

太極拳初心者講習会

日程 3月24日（火）13：00
から（東部コミセン）・25日（水）
10：00から（寺田コミセン）
13：00から（今池コミセン）・
26日（木）13：00から（南部・
北部コミセン）・30日（月）10：
00から（市民体育館） 講師
日本武術太極拳連盟指導員　
持ち物 上履き　※申込不要・
無料 太極拳協会事務局
嶌田氏1（52）4538

第15回やましろ合唱
フェスティバル

京都府南部地域のアマチュア

問

▼

▼

▼

問申

▼

▼▼

▼

▼

▼

▼

合唱サークルが一堂に会します。
日時 3月28日（土）10：30

から（開場10：00） 場所
文化パルク城陽プラムホール
主催 やましろコーラス団体

連絡協議会、やましろ合唱フェ
スティバル実行委員会　※申込
不要・入場無料　 城陽コーラ
ス連盟　西村氏1（55）0416

リサイクル自転車の販売

日時 3月28日（土）10：00
から※雨天決行　 場所 東部
コミセン　 販売台数 数台程
度　 販売価格 3,500円か
ら※防犯登録料500円別途　☆
府自転車軽自動車商協同組合城
陽支部が安全点検に協力してい
ます　 青谷学園授産施設1問

▼

▼

▼

▼

問

▼

▼

▼

（55）8800※青谷学園では随時
販売

経営セミナー
ディズニーランドから学ぶ！
『私の体験したディズニー流
リーダーシップ』

日時 3月30日（月)13：30
～15：00 場所 城陽商工
会議所 定員 先着50人
受講料 無料　 講師 香取貴
信氏　 ・ 城陽商工会議所1

（52)6866

不動産相談会

日時 4月1日（水）10：00～
16：00※受付は15：30まで
場所 京都商工会議所ビル

［京都市中京区烏丸通丸太町下
ル］ 内容 不動産鑑定士が
土地の評価などに関する相談に
応じます　※申込不要・無料
（社）京都府不動産鑑定士協問

▼

▼
▼

問申

▼

▼▼

▼

▼

訪問販売において、高齢者や1人暮らしの人たちの被害が目
立っています。そこで平成20年に特定商取引法などが改正さ
れました（平成21年6月施行）。これは相手に勧誘を受ける意思
があるかどうかを確認することを努力義務とし、契約を締結す
る意思のない相手に来訪による再勧誘など
をしてはならないこととしています。
市では訪問販売を拒否する意思表示とし

て、“訪問販売お断りシール”を作成し、産
業活性室・コミセンなどで無料配布してい
ます。玄関などに張って活用してください。
産業活性室1（56）4018問

会1075（211）7662

スポー
ツ 

官公署
など 

＜募集＞■ちびっこウエーブ（体操など）毎週水曜日9：45
～10：45 ※未就園児対象、体験・見学可　文化パルク城
陽など　丸田1（52）0828 ■社交ダンス同好会スワンの
会 毎週木曜日19：30～21：30 ※初心者・女性歓迎。見
学可　北部コミセンなど 浦1090（3059）3627 ■社交ダ
ンスガーベラ 毎週木曜日（19：30～21：00）・金曜日（10：
00～11：30）※初心者歓迎 東部コミセンなど 山本1（5
3）7471 ■早朝野球部員　4～10月の毎週水曜日6：30～
7：40 木津川河川敷グラウンドなど　西垣1（55）3291

南部コミセン1（55）1002 FAX（56）6040 〒610－0111富野東田部70－1
やってみよう　子ども囲碁・将棋教室 ※小・中学生対象（大人も可）
3月28日（土）10：00～12：00 平居　修氏、堀井　健氏 申込不要・無料

今池コミセン1（56）0525 FAX（56）6041 〒610－0117枇杷庄知原15－1
歴史・文学散歩～斑鳩の里～ 先着35人
法隆寺、藤ノ木古墳、龍田神社ほか 参加費1,300円（拝観料ほか）
4月4日（土）近鉄新田辺駅8：50集合・大和西大寺駅16：00解散 ※当日徴収
万葉研究家　小谷　豊氏 来館か電話申

ラージボール卓球教室　※全4回 先着20人
～初心者のための基礎講習～ 無料
4月11日・18日・25日、5月2日のいずれも土曜日 来館か電話
14：00～16：00 堀内厚彦氏

申

青谷コミセン1（53）8273 FAX（56）6042 〒610－0114市辺五島7－1
歴史散歩～琵琶湖・海津大崎のお花見と史跡探訪～ 先着30人
4月16日（木）コミセン8：40集合・17：30帰館予定 参加費200円（資料代）※交通費実費
※約8キロ　出島義男氏 来館か電話申

ウキウキ春のおはなし会と工作 ※3歳以上対象
『はらぺこあおむし』ほか 工作のみ先着40人
4月19日（日）10：30～12：00 申込不要・無料

茶道教室　※全5回 先着10人（初心者・男性歓迎）
～茶道の作法を楽しく体験し、暮らしに活かそう～ 無料※お菓子・お茶代実費
4月11日（土）・25日（土）、5月9日（土）・23日（土）・31日（日） 来館か電話
10：00～12：00 小森宗啓氏

申

○申し込みや問い合わせは、各コミセンへ、開館日の9：00～17：00にお願いします
○コミセンの開館時間　9：00～21：00 月・祝は休み（寺田コミセンは、月・祝の翌日が休み※月が祝日の
場合には連休になります）

エクスパックを利用した
新手の振り込め詐欺に注意！

産業活性室
1（56）4018

振り込め詐欺は、犯人が指定した口座に現
金を振り込ませるのが典型的な手口でしたが、
警察や金融機関での対策強化によりＡＴＭを
使って送金させるケースは減少しています。
最近は、エクスパックに現金を入れさせて、
指定場所に郵送させる手口が多発傾向にあり
ます。

「情報サイトの延滞料」を名目に無差別に
請求メールを送る「架空請求詐欺」と電話や
ダイレクトメールで手軽な融資を持ちかけ
「保証金・ブラックリスト解除費用」をだま
し取る「融資保証金詐欺」でエクスパックの
悪用が目立ちます。
エクスパックは、中身の見えない専用封筒

を用いた小型小包で、全国一律500円の送料
とポストに投函できる手軽さから利用が増え
ています。ただし、現金を入れることは禁止
されています。
緊急事態を告げて送金を急がせる電話には

充分な注意が必要です。まずは警察や消費者
センターに相談しましょう。

▲訪問販売
お断りシール

受付期間 ①②4月1日（水）～5月12日（火） ③④第1回…4
月13日（月）まで、第2回…7月21日（火）～10月9日（金） ※③
④は第1回で採用予定者数に達した場合、第2回は実施しない
場合があります　 試験期間 ①1次…5月16日（土）・17日
（日）※17日は飛行要員のみ、2次…6月16日（火）～18日（木）
の指定する1日、3次（飛行要員のみ）…7月15日（水）～8月6日
（木）の指定する日　②1次…5月16日（土）、2次…6月16日（火）
～18日（木） ③④第1回…4月18日（土）～20日（月）、第2回…
10月17日（土）～19日（月） ※いずれも指定する1日　 資格
①20歳以上26歳未満※22歳未満は大卒で見込み含む。また大
学院修士学位取得者（海上技術幹部候補生志願者は理工学修士
学位取得者に限る）および自衛官は28歳未満　②30歳未満（薬
剤は26歳未満、薬学修士学位取得者は28歳未満）で専門の大
学卒※見込み含む　③18歳以上34歳未満　④18歳以上で国家
免許資格などを有する人（資格により55歳未満～53歳未満）
自衛隊宇治地域事務所1（44）7139問

▼

▼

▼

平成21年度自衛官等募集案内
［幹部候補生］①一般②歯科・薬剤
［予備自衛官補］③一般④技能

～色のスペシャリスト入門コー
ス「カラーセンスを磨く」～
日時 4月18日～6月13日の

毎週土曜日（5/2・5/30は休み）
※全7回　10：00～12：30
場所 働く女性の家　 内容

カラーコーディネーター3級検
定の受験対策　 対象 市内在
住・在勤の女性　 定員 先着
20人　 材料費 2,940円（テ
キスト代） 講師 カラーコ
ーディネーター検定認定講師
宮下みどり氏 材料費を添え
働く女性の家へ直接　☆託児あ
り（6カ月～就学前で要予約）
働く女性の家1（55）1002問
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☆成功させよう、平成23年開催
「第26回国民文化祭・京都2011」


